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問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
３

篠
山
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
原
動

機
付
自
転
車
や
農
耕
作
業
用
自
動

車（
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
）を
買
い
替
え
さ
れ
た
場
合

は
、
古
い
車
両
の
廃
車
手
続
き
と

併
せ
て
、
新
し
い
車
両
の
登
録
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は

お
早
め
に

　
軽
自
動
車
税
の
課
税
基
準
日
は

毎
年
４
月
１
日
で
す
。
こ
の
時
点

で
廃
車
手
続
き
な
ど
が
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
１
年
分
の
税
が
か
か
り

ま
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
軽

自
動
車
な
ど
の
廃
車
・
買
い
替
え

ま
た
は
盗
難
に
遭
い
廃
車
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
来
年

度
の
基
準
日
ま
で
に
、
お
早
め
に

第
１
次
試
験

と　
き　
９
月
18
日（
日
）8
時
50

分
～

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

試
験
科
目　
教
養
試
験
・
適
性
検

査　
※
消
防
職
は
体
力
試
験
、
幼

保
職
・
保
健
師
は
専
門
試
験
も
実

施
。

第
２
次
試
験（
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
）

と　
き　
10
月
16
日（
日
）の
予
定

試
験
科
目　
論
文
試
験
・
集
団
面

接第
３
次
試
験（
第
２
次
試
験
合
格

者
に
通
知
）

と　
き　
11
月
７
日（
月
）の
予
定

試
験
科
目　
個
別
面
接

申
込
受
付

受
付
期
間　
８
月
１
日（
月
）～
12

日（
金
）の
平
日
８
時
30
分
～
17
時

15
分

募
集
要
項
・
申
込
書　

本
庁
舎
・

各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
類

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を

直
接
本
人
が
総
務
課（
本
庁
舎
3

階
）へ
お
持
ち
く
だ
さ
い（
郵
送
不

可
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
の

み
、
親
族
に
よ
る
代
理
申
し
込
み

可
）。

　
社
会
体
育
施
設
の
計
画
的
な
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
各
種
団
体

が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
優
先
的

に
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
施
設　
篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
各
施
設
、
城
東
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
城
東
多
目
的
広
場
、
四

季
の
森
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

今
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館
、川
代
体
育
館
、

西
紀
体
育
館
、
今
田
体
育
館
、
丹

南
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
今
田
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

申
込
期
限　
10
月
31
日（
月
）　

※
篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
み
8
月
31
日（
水
）

※
平
成
29
年
度
分
か
ら
す
べ
て
の

開
館
日
が
優
先
利
用
計
画
の

対
象
日
と
な
り
ま
す
。

職種 採用予定
人数 受験資格

事務職

一般枠
（４人程度）

平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた人
で、学校教育法による高等学校以上
を卒業した人

社会人
経験者枠

（若干名）

次の要件をすべて満たす人
①昭和 61 年 4 月 2 日から平成 2 年

4 月 1 日の間に生まれた人で、1
カ所の事業所で週 35 時間以上の
勤務を平成 28 年 7 月 31 日時点
で 2 年以上継続した経験がある人

②学校教育法による高等学校以上を
卒業した人

高校生枠
（若干名）

学校教育法による高等学校に在学中
で、平成 29 年 3 月卒業見込みの人

消防職 ３人程度

平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた人
で、学校教育法による高等学校以上
を卒業、または平成 29 年 3 月卒業
見込みの人　※採用後篠山市内に居
住可能なこと。

幼保職 3 人程度

平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた人
で、幼稚園教諭免許（一種または二
種）と保育士資格の両方を有する人、
または平成 29 年 3 月 31 日までに
取得見込みの人。

保健師 1 人程度

昭和 51 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で、保健師の免許を有する人、ま
たは平成 29 年 3 月 31 日までに取
得見込みの人。

問い合わせ
社会教育・文化財課☎552-5769

社会体育施設
の優先予約を
受け付けます

（平成29年度利用分）

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
・
文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

第
12
回「
篠
山
市
展
」へ
の

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す

　

11
月
13
～
20
日
に
開
催
す
る
、

篠
山
市
展
へ
の
出
展
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

部　
門　
一般
４
部
門（
絵
画
、
彫

刻
・
工
芸
、
書
、
写
真
）、
特
別

部
門（
盆
栽
）

出
品
点
数　
１
部
門
に
つ
き
１
人

１
点

※一般
４
部
門
の
作
品
は
す
べ
て
作

者
個
人
の
創
作
に
よ
る
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
特
別
部

門
盆
栽
は
平
成
23
年
３
月
31
日

以
前
の
発
表
作
品
は
出
品
可
。

出
品
料　
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

（
高
校
生
は
５
０
０
円
）

出
品
受
付
期
間　

11
月
５
日（
土
）

～
６
日（
日
）正
午

※
募
集
要
項
を
必
ず
ご
確
認
い
た

だ
き
、
出
品
申
込
書
と
作
品
を

一
緒
に
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

賞　○
最
優
秀
賞（
河
合
賞
）１
点（一
般

部
門
の
第
１
席
か
ら
１
点
の
み

選
出
）　
※
副
賞
30
万
円
。

○
市
展
賞（
最
優
秀
賞
を
除
く一般

部
門
・
特
別
部
門
の
第
１
席
）４

点　
※
副
賞
３
万
円
。

○
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
特
別
賞（一

般
部
門
作
品
中
、
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
篠
山
市
の
文
化
財

や
伝
統
文
化
な
ど
を
題
材
と
し

た
優
秀
な
作
品
）な
ど

（写真右）昨年の
最優秀賞（河合
賞）。（写真上）
昨年の市展の様
子。

車種・手続き場所　　
①原動機付自転車（125cc以下）・小型特殊自動車

＝市役所税務課または各支所（☎552-1111）
②軽自動車（二輪）・二輪の小型自動車＝神戸運輸監

理部兵庫陸運部（☎050-5540-2066）
③軽自動車（三輪･四輪）＝軽自動車検査協会兵庫事

務所（☎050-3816-1847）　
※②③は篠山自家用自動車協会（☎552-0644）でも

手続きできます。

夏休みの自由研究に！
ダンボールコンポスト出前講習会

市民衛生課☎ 552-6253
ダンボールコンポストを使うと
こんなメリットが！
○ごみ袋が軽くなる！ごみ減量化
○自然界の循環を体験！
○ごみへの関心が高まります！

２組以上のグループであれば講習会に伺います
　ダンボールコンポストを一緒に作ります。ごみへ
の関心を深め、楽しいエコ活動につなげます。
と　き　土・日・祝日を除く9:00 〜 17:00　※日程
調整必要。講習は1時間程度。
対　象　市内在住の小学4年生以上とその保護者（カ
ッターを使うため年齢を制限しています）
参加費　1個につき材料代500円
申し込み方法　電話にて日程調整をお願いします

「ダンボールコンポストとは」
　コンポストは、堆肥を意味します。「ダンボール」
という身近な材料と「ピートモス」「もみ殻くん炭」
を使い、堆肥を作る生ゴミ処理器のことです。大
変人気が出ています。手間も費用も少なく家庭の
生ごみは減り、しかも臭いを出さないで肥料化で
きることが特徴で、ご家庭で緑のカーテンやガー
デニングをされている方にもぴったりです。

　平成29年４月採用の職員
を募集します。日本遺産の
まち、ユネスコ創造都市ネ
ットワークのまち、農都宣
言のまち「篠山」の未来をと
もに描きませんか。

第
12
回
「
篠
山
市
展
」　

と　

き　

11
月
13
日
（
日
）

～
20
日
（
日
）
の
９
時
30
分

～
17
時
（
最
終
日
は
14
時
30

分
ま
で
）

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー

表
彰
式　

11
月
20
日
（
日
）

13
時
～
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2 

▲

3

〈
相
談
窓
口
〉

篠
山
暮
ら
し
案
内
所

☎
５
５
２
‐
４
１
４
１

　
篠
山
へ
の
定
住
・
移
住
に
関
す

る
ご
相
談
、
空
き
家
の
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。
専
門
相
談
員
と
地
域

在
住
の
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
一

緒
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

移
住
定
住
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｏ
」の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
に
登
録
す
る
と
、
篠
山
の
暮

ら
し
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

開
館
時
間　
10
時
～
17
時（
年
末・

年
始
は
休
館
）

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

　
「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」Ｐ
Ｒ
ア
イ

デ
ア
や
ま
ち
を
元
気
に
す
る
、
熱

意
・
ア
イ
デ
ア
・
機
動
力
を
活
か

し
た
独
創
的・先
進
的
な
事
業
に
、

助
成
し
ま
す
。

①
独
創
的
、
先
進
的
な「
日
本

遺
産
」魅
力
発
信
事
業（
上
限

50
万
円
）

　

地
域
団
体
の
モ
デ
ル
と
な

り
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
対
す
る
補
助
金
で
す
。

②｢

日
本
遺
産｣

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど（
上
限
10
万
円
）

　
事
業
の
継
続
・
発
展
が
将
来

的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。
既
存

の
事
業
に
新
た
な
取
り
組
み
を

加
え
た
事
業
も
対
象
。た
だ
し
、

新
た
な
取
り
組
み
部
分
の
み
が

補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

③｢

日
本
遺
産｣

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成（
上
限

５
万
円
）

　

国
内
外
に「
日
本
遺
産
の
ま

ち
」を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
が

対
象
で
す
。

　
空
き
家
の
活
用
な
ど
で
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、「
不
動
産
無
料
相

談
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
13
日（
土
）13
時
～

17
時

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

相
談
者　

波は

田た

賢け
ん

司じ

（
一
般
社
団
法
人
兵
庫

県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会　

三
田
・
丹
波
支
部

副
支
部
長
）、
細ほ

そ

山や
ま

慶け
い

太た（
細
山
事
務
所（
司
法

書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
行
政
書
士
）代
表
）、

井い

本も
と

季と
し

伸の
ぶ（
い
そ
や
不

動
産
鑑
定
所
代
表
）

対
象
団
体　

○
市
民
団
体（
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
、
愛
育
会
、
い
ず
み

会
、
サ
ー
ク
ル
や
一
時
的
な
目

的
で
設
立
さ
れ
た
実
行
委
員

会
な
ど
も
含
む
）

○
地
域
の
活
動
グ
ル
ー
プ(

２
人

以
上
で
構
成)

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
か

審
査
方
法　
書
類
審
査　
※
た
だ

し
、
①
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
31
日（
水
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
備
え
付
け

の
書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）を
提
出

※
作
成
グ
ッ
ズ
の
販
売
は
不
可
。

※
①
②
は
事
業
費
の
全
額
ま
た
は

上
限
額
の
い
ず
れ
か
低
い
金

額
。
③
は
事
業
費
の
２
分
の
１

以
下
ま
た
は
上
限
額
の
い
ず

れ
か
低
い
金
額
を
助
成
。

※
補
助
対
象
事
業
の
実
施
は
平
成

29
年
３
月
31
日(

金)

ま
で
。

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

～
世
界
に
輝
く「
篠
山
の
時
代
」を
つ
く
ろ
う
！
～

平
成
29
年
度　

ま
ち
づ
く
り
提
案
を
募
集
し
ま
す

平
成
28
年
度
の
国
保
税
率
が
変
わ
り
ま
す

～
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」魅
力
発
信
ア
イ
デ
ア

実
現
補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

空
き
家
の
活
用
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

不
動
産
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

応
募
対
象　
市
内
に
居
住
、通
勤
、

通
学
、
市
内
で
活
動
や
事
業
を
し

て
い
る
方

提
案
項
目　
健
康
・
福
祉
、
都
市

基
盤
・
防
災
、
子
育
て
・
教
育
環

境
、
文
化
創
造
、
産
業
振
興
、
参

画
協
働
・
行
政
経
営

応
募
期
限　
８
月
31
日（
水
）

応
募
方
法　

市
役
所
本
庁
舎
、

支
所
、
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
提

案
内
容
を
記
入
の
上
、
直
接

提
出
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
５
５
２
‐
５
６
６
５
）・
メ

ー

ル（so
zo

to
shi_d

iv@
city.sasayam

a.hyogo.jp

）

に
て
担
当
課
ま
た
は
支
所
へ
提
出

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
力
フ

ォ
ー
ム（
兵
庫
県
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
）に
よ
る
応
募
も
可
。

軽
減
・
減
免
措
置
に
つ
い
て

　
失
業
者
へ
の
軽
減
措
置
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

へ
、
新
し
い「
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
」を
世
帯
主
宛
て
に

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
８
月

以
降
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る

と
き
は
保
険
証
と
と
も
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
と

な
る
場
合
に
交
付
し
て
い
る「
限

度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
有
効
期
限
は
７
月
末
で
す
。
現

在
、
交
付
し
て
い
る
方
に
は
申
請

書
類
を
７
月
初
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
更
新
の
手
続
き
が
必
要
な

方
は
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
内
の
高
齢
化
の
進
展
や
高
度
医
療
の
普
及
に
よ
り
、
医
療
費
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
年
度
は
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
税
率

を
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
増
大
に
歯
止
め
を
か

け
、
皆
さ
ん
の
税
の
負
担
を
上
げ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
40
歳

以
上
の
方
は
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
の
都
、自
然
と
文
化
、美
し
い
ま
ち
な
み
と
田
園
風
景
と
い
っ

た
価
値
が
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
篠
山
の
魅
力
は
世

界
に
誇
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
地
方
都
市
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
」
を
合
言
葉
に
、
篠
山
の
魅
力

を
発
信
し
、
そ
の
魅
力
を
ま
す
ま
す
伸
ば
し
て
、
定
住
促
進
、
企
業

振
興
と
雇
用
、
子
育
て
教
育
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、「
篠
山
の
時
代
」

を
築
い
て
い
く
た
め
の
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ア
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所得割 課税所得金額（※） × 7.72% 2.37% 2.52%
資産割 固定資産税額 × 7.30% 2.11% 2.35%
均等割 被保険者数 × 24,720 円 8,040 円 8,640 円
平等割 １世帯当たり × 20,160 円 5,520 円 4,800 円

保険税額（年額） 最高限度額 54 万円 19 万円 16 万円

納付方法について　
普通徴収　納付書または口座振替で納付する方法（年 8 回）　
※納め忘れのない口座振替が便利です！
特別徴収　年金から天引きされる納付方法（年 6 回）
※ 65 〜 74 歳の世帯主で加入者全員が 65 歳以上の世帯対象。

納められた国保税が国民健康保険の制度を支えています。納期
内納付にご理解ご協力をお願いします。

平成 28 年度国民健康保険税
の税率

※課税所得金額とは、収入から必要経費、給与所得控除、公的年金控除
などを差し引いた所得（その他の所得控除を差し引く前）から基礎控
除33万円を引いた金額です。
※地方税法改正により、最高限度額が変更されました。

これまでのまちづくり提案を参考に予算化した事業例

■市民プラザ
の開設（市
民団体への
支援）

■ご当地グルメ篠山グランプリ
の開催

■市民あげてのあいさつ運動・あいさつ運動市民委員会の設
置

■子どもの読書活動推進のための講演会の開催
■参画・協働プランの策定

空き家の
有効活用を
考えている
けど…

空き家を
誰かに貸したい・
売りたい

若者移住定住
相談窓口が

JR篠山口駅構内に
10月オープン

予定
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト
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▲

5

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

6 

▲

9

市
政

レ
ー
ダ
ー

10 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲
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施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

3

支
給
予
定
日　
後
日
、
通
知
書
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
県
民
税
申
告
書
の
提
出
に
つ
い

て
　
平
成
28
年
１
月
１
日
に
市
内
在

住
の
方
で
市
県
民
税
申
告
書
や
確

定
申
告
書
・
給
与
支
払
報
告
書
な

ど
の
平
成
27
年
分
所
得
に
つ
い
て

の
資
料
の
提
出
が
な
い
方
に
は
、

申
請
書
と
と
も
に
平
成
28
年
度
市

県
民
税
申
告
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
給
付
金
の
申
請
を
行
う
た
め

に
は
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
の
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
共
に
で

き
な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
生
活
安
定
と
自
立
を
助
け

る
た
め
に
、
児
童
の
母
も
し
く
は

父
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
父
母
の
い
ず
れ
か

に
極
め
て
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、
父

ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童
、
母
が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
、
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令

を
受
け
た
児
童
）

対
象
と
な
る
児
童　
18
歳
ま
で
の

児
童
、
ま
た
は
20
歳
未
満
の
中
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童　

※
受
給
資
格
者（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
や
母
な
ど
）が
養
育
す
る

児
童
の
数
や
受
給
資
格
者
の

所
得
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類　
受
給
資
格

者
お
よ
び
児
童
の
戸
籍
謄
本
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
の
支
給

に
な
り
ま
す
。
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
毎
年
７
月
末
ご
ろ
、
現
況
届
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

８
月
１
～
31
日
ま
で
の
間
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
、
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
当
の
受
給
期
間
が
５

年
を
超
え
た
方
、
ま
た
は
離
婚
な

ど
手
当
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
７
年
を
経
過
し

た
方
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、「
現
況
届
」と
併
せ
て
関
係

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
就
業
さ
れ
て
い
る
方

②
就
職
活
動
さ
れ
て
い
る
方

③
障
が
い
や
病
気
・
ケ
ガ
の
た
め

就
業
が
困
難
な
方

④
児
童
や
親
族
の
介
護
の
た
め
就

業
が
困
難
な
方

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
児
童
を
養
育
す
る
父
も
し
く

は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童　
20
歳
未
満
で

身
体
ま
た
は
精
神
に
、
重
度
の
障

が
い
ま
た
は
中
度
の
障
が
い
の
あ

る
児
童

手
当
月
額　
　

１
級
＝

５
万
１
５
０
０
円
、
２
級
＝

３
万
４
３
０
０
円

申
請
に
必
要
な
書
類　
受
給
資
格

者
お
よ
び
児
童
の
戸
籍
謄
本
や
診

断
書
な
ど

現
況
届
の
時
期　
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月

12
日
～
９
月
11
日
ま
で
に
「
所
得

状
況
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平成28年度臨時福祉給付金
および

年金生活者等支援臨時福祉給
付金（障害・遺族基礎年金受

給者向け）
を支給します

まつたけ山
復活研修会を
開催します!

問い合わせ　
農都環境課☎552-1117

待
を
受
け
、
入
所
な
ど
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
方
で
、
平
成

28
年
１
月
１
日
時
点
の
住
民

票
が
篠
山
市
の
方
は
、
給
付
金

の
支
給
対
象
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
発
送
時
期　
７
月
末
日

に
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書

の
用
紙
な
ど
を
発
送（
配
達
に
３

～
４
日
か
か
る
地
域
も
あ
り
ま

す
）

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
右
記
・
各
支
所
へ
直
接

提
出
、
ま
た
は
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送

※
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
申
請

書
に
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ
な

ど
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
」の
み
の
申
請
書
が
届
い
た

方
で
、「
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金（
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）」

の
支
給
対
象
で
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
右
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
８
月
１
日（
月
）～
平

成
29
年
２
月
１
日（
水
）（
当
日
消

印
有
効
）

　
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
」は
、
平
成
26
年
４
月
の
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い
方
に

対
し
て
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う

ま
で
の
間
の
暫
定
的
・
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金（
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
）」は
、
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引

き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所

得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
の
方
を

支
援
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金

支
給
額　
１
人
に
つ
き
３
０
０
０

円（
１
回
限
り
）

対　

象　

平
成
28
年
１
月
１
日

（
基
準
日
）の
住
民
票
が
篠
山
市

で
、
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

場
合
や
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
対
象
外
。

②
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金（
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万
円

（
１
回
限
り
）

対　

象　
「
平
成
28
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
」の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方

※「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）」

３
万
円
を
受
給
さ
れ
た
場
合

は
対
象
外
。

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

現
在
市
内
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
や
、
障
が
い
者
な
ど
で
虐

問
い
合
わ
せ　
福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　

丹
波
篠

山
松
茸
は
、

特
産
品
と

し
て
有
名

で
す
が
、

年
々
採
取

量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
ア
カ
マ
ツ
が
病
害
虫
で
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
ア
カ
マ
ツ
以
外

の
樹
種
の
繁
茂
な
ど
が
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ツ
タ
ケ
の
復
活
を
望
む
声
も

聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ツ
タ
ケ

研
究
の
第
一
人
者
を
講
師
と
す
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
30
日（
火
）19
時
30

分
～

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象　
森
林
整
備
、
ま
つ
た
け

山
に
興
味
の
あ
る
市
民

講　

師　

吉よ
し

村む
ら

文ふ
み

彦ひ
こ

さ
ん（
ま
つ

た
け
十
字
軍
運
動
代
表
）

定　
員　
２
２
０
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
８
月
19
日（
金
）

振
り
込
め
詐
欺
や
不
審
な
電

話
に
ご
注
意
!!

　
申
請
内
容
に
不
明
な
点
が

あ
っ
た
場
合
、
市
役
所
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
預
払
機
）の
操
作
や
、

支
給
の
た
め
の
手
数
料
な
ど

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
は
、
篠
山
警
察

署（
☎
５
５
２

‐
０
１
１
０
）

ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

区分 手当額 第 2 子の加算額 第 3 子以降（1 人に
つき）の加算額

平成 28 年
4 〜 7 月分

全部支給 42,330 円 5,000 円
（定額）

3,000 円
（定額）

一部支給 42,320 〜 9,990 円

平成 28 年
8 月分以降

全部支給 42,330 円 10,000 円 6,000 円

一部支給 42,320 〜 9,990 円 9,990 〜 5,000 円 5,990 〜 3,000 円

※加算額は、平成 29 年４月から物価スライド制が導入され、支給額が変動します。

「児童扶養手当法」の一部が改正され、
第２子および第３子以降の加算額が

下表のとおり変更されます。
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

4 

▲

5

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

6 

▲

9

市
政

レ
ー
ダ
ー

10 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲

21

施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

3
　
８
月
を
過
ぎ
る
と
本
格
的
な
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
最
近
は
雨
が
狭
い
エ
リ
ア
に
降

っ
た
り
、
短
時
間
で
大
量
に
降
っ

た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
公
表
さ
れ

て
い
る
雨
量
計
が
示
す
雨
量
と
自

分
が
い
る
場
所
の
雨
量
と
に
差
が

あ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
身
近
に
あ
る
材
料
を

使
っ
て
簡
易
雨
量
計
を
作
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
気
象
庁
を
は
じ
め

多
く
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
作

り
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　市長が市政に対してのご意見やご要望を
お聴きする場として開催しています。事前の申
し込みは不要で、今回から先着順で1人15分
程度の面談形式です。
と　き　8月10日(水)13:30～16:00
ところ　市役所本庁舎３階･応接室
問い合わせ　秘書課☎552-5109

 ふるさといちばん

篠山の時代をつくろう

市長の とーくHOT
ほっと

今月のこ ん に ち は 市 長 室

貸し出し・返却のサポート

本棚の整理め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
施
設
充
実
に
む
け
進
め
て

い
ま
す
。

④
篠
山
で
暮
ら
す
幸
せ

　
こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
支
援
を

図
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
い
ち
ば

ん
大
切
な
の
は
、
篠
山
市
が
、
安

心
し
て
、
す
こ
や
か
に
、
生
き
生

き
成
長
で
き
る「
良
い
と
こ
」だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
山
や
川
や
公
園
も
、
の
び
の
び

遊
べ
る
よ
う「
子
ど
も
の
目
」で
整

備
を
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
夏
休
み
に
は
虫
と
り

や
魚
と
り
が
体
験
で
き
、
心
豊
か

に
大
き
く
育
つ
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

環
境
な
ど
子
育
て
の
拠
点
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
古
市
、

大
山
、
多
紀
地
区
で
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
、
多
紀
地
区
で
は
ち
る

み
ゅ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
７
月
４
日
か
ら
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で

切
れ
目
の
な
い
相
談
や
支

援
の
窓
口「
ふ
た
ば
」を
丹

南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

③
病
児
保
育
な
ど
　

　
準
備
中

　

病
気
時
の
子
ど
も
を
預

か
る
病
児
保
育
に
つ
い
て
、

本
年
中
に
小
嶋
医
院
で
開

設
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

給
食
費
に
つ
い
て
、
２
人

目
半
額
、
３
人
目
無
料
と

す
る
多
子
世
帯
の
支
援
や
、

第
三
子
以
降
の
出
産
に
は

祝
い
金
20
万
円
を
交
付
し
、

昨
年
度
は
59
件
交
付
し
ま

し
た
。

②
味
間
認
定
こ
ど
も

　
園
な
ど
ス
タ
ー
ト

　
味
間
地
区
で
は
子
ど
も
の
数
が

増
え
て
お
り
、
本
年
７
月
４
日
か

ら
、
味
間
認
定
こ
ど
も
園
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
篠
山
産
木
材
の

活
用
、
園
庭
の
芝
生
化
、
安
全
な

　

篠
山
市
は
自
然
環
境
に
優
れ
、

治
安
も
良
く
、
安
心
し
て
子
ど
も

が
成
長
で
き
る
良
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。

　

｢

木
造
建
築
の
篠
山
小
学
校
に

通
わ
せ
た
い｣｢

子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
、
あ

た
た
か
い｣｢

都
会
か
ら
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
い
な
い
の
に
自
然
や
歴
史

が
あ
り
、
山
に
囲
ま
れ
、
空
気
が

澄
ん
で
い
る｣

な
ど
、
最
近
で
は

篠
山
市
で
子
育
て
し
た
い
、
暮
ら

し
た
い
と
人
気
な
の
で
す
。

　
こ
れ
に
加
え
、
よ
り
よ
い
条
件

を
整
備
し
、「
子
育
て
、
教
育
す
る

な
ら
篠
山
市
が
良
い
」と
言

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
医
療
費
の
無
料
化

　
な
ど

　

一
定
の
所
得
要
件
の
も

と
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

兄
弟
が
い
る
場
合
、
４･

５

歳
児
を
対
象
に
保
育
料
、

子
育
て
い
ち
ば
ん
の
篠
山
市

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６ 

手
作
り
の
雨
量
計
を
使
っ
て

自
宅
で
雨
の
量
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　
中
央
図
書
館
☎
５
９
０
‐
１
３
０
１

「
本
の
郷
」ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

　
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

「
本
の
郷
」に
て
図
書
館
業
務
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

図
書
の
貸
し
出
し
、

返
却
の
サ
ポ
ー
ト
、
返
却
さ
れ
て

き
た
図
書
を
本
棚
に
戻
す
作
業
、

本
棚
の
本
の
乱
れ
を
直
し
た
り 

所
定
外
の
と
こ
ろ
に
あ
る
本
を
正

し
い
場
所
に
戻
し
た
り
す
る
作

業
、
入
館
者
数
の
記
録
や
新
聞
の

整
理
作
業
な
ど

活
動
時
間　

①
10
時
～
14
時（
日
曜
日
は
13
時

30
分
ま
で
）2
人
体
制

②
14
時
～
18
時（
日
曜
日
は
13
時

30
分
～
17
時
）2
人
体
制

※
希
望
に
添
っ
て
日
程
を
調
整
し

ま
す
。
自
分
の
空
い
た
時
間
に

お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　
右
記
ま
で
電
話

ちゃんと
借りれる
かな

あちらです

ブックサポー
ターが、がん
ばっています

〜雨量計をつくろう！〜
 【作り方】 
①ワンカップのビンなど、円筒形で底が平らな容器の壁面に、

マジックなどで10㎜刻みの目盛りを記入する。
※ペットボトルでもよいが、角張っていない1.5ℓのものがよ

い。ただし、底が平らではないときは、あらかじめ水を入れ
た高さを0（ゼロ）目盛りとしてスタートする。

②頭上に屋根などの障害物がない平らな場所に置く。

 【計測のポイント】 
①降り始めからの雨量が100㎜を超えると注意が必要で
　す。
②あくまで目安として利用してください。
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コンクリート三面張りの水路を多自然
型の護岸に改修（ふるさとの川づくり）

おとわ園・すみよし園を一体化し
た味間認定こども園

放課後の児童の遊びや生活の場を
提供する児童クラブ(ちるみゅー)

子どもたちの
夏の自由研究にも
ピッタリです！


